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市
生
ま
れ
）。
白
石
区
内
か
ら
通
い
、
午

前
７
時
に
は
農
場
に
到
着
。
夏
場
は
実
習
、

農
閑
期
の
冬
場
に
は
座
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
ま
れ
て
い
る
。

　

指
導
者
の
関
敏
彦
さ
ん（
46
年
、
札
幌

市
生
ま
れ
）は
農
家
の
３
代
目
。
20
代
の

こ
ろ
、
静
岡
県
内
の
ト
マ
ト
産
地
で
研
修

し
た
経
験
を
持
つ
。
今
も
研
修
先
の
農
家

と
の
交
流
が
あ
る
。

「
当
時
は
交
通
費
は
自
分
持
ち
で（
研
修
先

か
ら
の
）報
酬
は
ゼ
ロ
。
そ
れ
に
比
べ
る

と
、
今
の
研
修
生
は
市
と
農
場
側
か
ら
月

額
５
万
円
ず
つ
支
給
さ
れ
る
か
ら
、
至

れ
り
尽
く
せ
り
の
事
業
じ
ゃ
な
い
か
な
。

も
っ
と
も
、
こ
こ
は
親
方
が
う
る
さ
い
か

ら
、
ゆ
る
く
な
い
と
思
う
け
ど
ね
」

　

と
、
関
さ
ん
が
冗
談
め
か
し
て
話
す
。

　

札
幌
農
業
の
歴
史
は
古
い
。
日
本
の
玉

ね
ぎ
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
明
治
時

代
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
輸
出
さ
れ
た
。

高
度
経
済
成
長
が
始
ま
る
１
９
６
０
年
に

は
５
千
戸
の
農
家
と
１
・
５
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
地
が
あ
っ
た
。
今
で
は
農
家
数
は

千
戸
を
割
り
、
耕
地
面
積
も
約
２
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
ま
で
減
っ
た
が
、
玉
ね
ぎ
や
レ
タ

ス
な
ど
葉
物
野
菜
で
は
道
内
有
数
の
産
地

だ
。『
大
浜
み
や
こ
』カ
ボ
チ
ャ
や『
サ
ッ
ポ

ロ
ス
イ
カ
』と
い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物

の
生
産
も
続
い
て
い
る
。

　

都
市
化
が
進
む
一
方
で
、
農
家
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
、
約
１
９
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
上
る
耕
作
放
棄
地
の
存
在
な
ど
、
多

く
の
課
題
を
抱
え
る
。

　

市
は
11
年
前
、
市
民
農
業
講
座「
さ
っ

ぽ
ろ
農
学
校
」を
開
設
し
た
。
実
習
や
講

義
を
通
じ
て
農
作
物
の
栽
培
か
ら
販
売
ま

で
を
学
び
、
都
市
型
農
業
を
引
き
継
ぐ
担

い
手
や
農
業
体
験
の
指
導
者
な
ど
を
育
て

る
こ
と
が
目
的
。
こ
の
連
載
で
も
何
度
か

紹
介
し
て
い
る
。

　

同
農
学
校
の
専
修
コ
ー
ス
の
修
了
生
は

３
０
０
人
を
超
え
た
。
就
農
を
実
現
し

た
の
は
24
人
に
上
る（
う
ち
市
内
は
18
人
。

農
家
子
弟
や
親
が
農
地
を
所
有
す
る
人
も

含
む
）。
だ
が
、
新
規
就
農
者
は
圧
倒
的

に
足
り
な
い
。
修
了
生
か
ら
は
、
本
格
的

な
就
農
に
つ
な
げ
る
に
は
、
よ
り
実
践
的

な
研
修
が
必
要
だ
、
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
市
は「
札
幌
夢
農
業
人
育
成
事

業
」を
立
ち
上
げ
、
市
内
で
の
新
規
就
農

を
め
ざ
す
市
民
を
対
象
に
し
た
研
修
制
度

を
創
設
し
た
。
研
修
期
間
は
原
則
と
し
て

３
年
間
。
10
代
か
ら
60
代
ま
で
の
８
人
が

応
募
し
、
う
ち
３
人
が
研
修
生
に
選
ば
れ

た
。
夏
場
は
指
導
農
家
の
下
で
農
作
業
な

ど
を
覚
え
、
冬
場
は
経
営
や
青
色
申
告
、

販
売
な
ど
を
学
ん
で
い
く
。

　

藤
野
地
区
を
皮
切
り
に
計
３
カ
所
の
研

修
農
場
を
設
け
る
計
画
で
、
13
年
度
は
滝

野
地
区
に
開
設
予
定
と
い
う
。
市
農
政
部

企
画
担
当
係
長
の
本
間
啓
司
さ
ん
は「
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
遊
休
農
地

を
借
り
る
形
で
新
た
な
農
業
の
担
い
手
を

育
て
て
い
き
た
い
」と
説
明
す
る
。

　

研
修
農
場
第
１
号
の
関
農
園
は
、
25
品

目
ほ
ど
の
野
菜
と
果
樹
を
作
る
。
ハ
ウ
ス

栽
培
の
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
、
イ
チ
ゴ
な

ど
を
メ
ー
ン
に
し
て
お
り
、
農
産
物
は
す

べ
て
直
売
で
さ
ば
く
。

「
こ
こ
は
、
工
夫
次
第
で
自
分
の
思
う
よ

う
に
農
業
を
や
れ
る
地
域
。
市
内
で
販
売

ま
で
手
が
け
る
キ
ュ
ウ
リ
農
家
は
う
ち
だ

け
で
す
よ
。
夏
場
は（
傷
み
の
早
い
）葉
物

野
菜
を
作
ら
ず
、
農
薬
の
使
用
は
極
力
控

え
て
い
る
。
新
鮮
な
も
の
を
お
客
さ
ん
に

ルポライター
滝川 康治

〝農と食〟
北の大地から

連載第 115 回

新規就農をサポートする試み（その 4）
札幌市内で進む二つの取り組みから

市
民
に
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
都
市
化
が

進
む
札
幌
市
は
玉
ね
ぎ
や
葉
物
野
菜
な
ど
の
有
力
産

地
で
も
あ
る
。
一
方
、
農
家
戸
数
が
減
っ
て
耕
作
放

棄
地
が
増
え
、
担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
。

そ
ん
な
な
か
、
本
年
度
か
ら
市
は
新
規
就
農
を
本
格

的
に
支
援
す
る
た
め
に
、
就
農
希
望
者
が
指
導
農
家

の
下
で
学
ぶ
研
修
事
業
を
始
め
た
。
２
年
後
に
は
研

修
農
場
を
３
カ
所
に
増
や
す
と
い
う
。「
農
的
暮
ら
し
」

を
追
求
し
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
新
た
に
農
業
生

産
法
人
を
立
ち
上
げ
、
国
の
就
労
訓
練
制
度
を
活
用

し
て
人
材
育
成
事
業
を
進
め
て
い
る
。
二
つ
の
研
修

現
場
を
訪
ね
て
関
係
者
の
話
を
聞
き
、
都
市
型
農
業

の
課
題
と
可
能
性
を
考
え
た
。

　

国
道
２
３
０
号（
石
山
通
り
）に
ほ
ど
近

い
札
幌
市
南
区
の
藤
野
地
区
。
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
で
野
菜
な
ど
を
作
る
関
農

園
は
、
本
年
度
か
ら
札
幌
市
が
始
め
た
新

規
就
農
希
望
者
の
た
め
の
研
修
農
場
に

な
っ
た
。
研
修
は
週
６
回
、
午
前
８
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
。
今
は
二
人
の
研
修
生

が
ハ
ウ
ス
野
菜
の
管
理
・
出
荷
作
業
な
ど

に
汗
を
流
し
、
数
年
後
の
就
農
を
め
ざ
す
。

「
僕
は
パ
ン
屋
で
働
い
た
経
験
が
あ
り
、

早
朝
出
勤
は
慣
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
こ

こ
の
仕
事
は
重
労
働
じ
ゃ
な
く
、
体
力
的

に
も
大
丈
夫
だ
と
分
か
っ
た
。
早
く
就
農

し
て
、
失
敗
し
な
が
ら（
農
業
経
営
を
）成

功
さ
せ
て
い
き
た
い
」

　

と
意
欲
を
の
ぞ
か
せ
る
の
は
、
研
修
生

の
飯
田
充
拡
さ
ん（
１
９
７
３
年
、
紋
別

数
年
後
の
就
農
を
め
ざ
し
て

農
家
の
下
で
研
修
事
業
に
着
手

就
農
相
談
に
限
界
を
感
じ
て

夢
の
実
現
に
向
け
研
修
に
励
む

▲札幌市が始めた新事業に協力し、研修農場
第１号になった藤野地区の関農園。最近、農
地を購入してハウスも増設した

◀ＮＰＯ法人を母体に開設した「ふるさと
ファーム石山農場」では収穫した野菜の直売も

可
能
性
秘
め
た〝
都
市
型
農
業
〟へ
の
参
入

芽
を
育
て
る
に
は
行
政
と
民
間
の
連
携
で

指導農家の関敏彦さん（左）の助言を受けながらイチゴの世話をする研修生の飯田充拡さん。
朝７時には農場に到着し、作業に汗を流す。取材当日、もう一人の研修生は休みを取っていて会えなかった
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届
け
て
い
ま
す
」

　

と
、
関
さ
ん
が
胸
を
張
る
。

　

今
春
か
ら
元
会
社
員
３
人
が
研
修
を
始

め
た
が
、
途
中
で
一
人
が
リ
タ
イ
ア
し
た
。

「
農
業
は
甘
く
な
い
と
分
か
っ
た
ん
だ
ろ

う
ね
」（
関
さ
ん
）。
今
は
、
前
出
の
飯
田

さ
ん
と
三
浦
剛
さ
ん（
74
年
、
恵
庭
市
生

ま
れ
）が
研
修
に
通
う
。

　

飯
田
さ
ん
は
、
札
幌
市
内
で
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
生
活
を
送
り
、
弱
電
工
事
の
会
社
を

退
職
。
そ
し
て
昨
年
、
新
規
就
農
や
農
業

関
連
の
業
種
で
働
く
こ
と
を
め
ざ
す
失
業

者
を
対
象
に
し
た
就
労
訓
練
を
受
講
し
、

研
修
先
の
余
湖
農
園（
先
月
号
を
参
照
）で

半
年
間
働
い
た
。

　

パ
ー
ト
の
女
性
た
ち
に
手
順
を
教
わ
り

お
り
、
少
し
ず
つ
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
を
切
り
盛
り
す
る
の
は
、
田

舎
に
定
住
し
た
い
人
や
新
規
就
農
希
望
者

に
対
す
る
研
修
な
ど
を
行
な
っ
て
き
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人「
北
海
道
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援

セ
ン
タ
ー
」。
連
合
や
全
国
農
協
中
央
会
、

日
本
生
協
連
な
ど
が
参
加
し
、
03
年
に
東

京
で
誕
生
し
た
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ふ
る

さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
初
代
理
事
長

は
作
家
の
故
・
立
松
和
平
さ
ん
）の
北
海

道
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
今
か
ら
６
年
前

に
設
立
さ
れ
た
。

「
最
初
は
、
国
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら

農
的
暮
ら
し
を
追
求
す
る
活
動
が
で
き
な

い
か
、
と
考
え
た
ん
で
す
。
ま
ず〝
二
地

域
居
住
〟の
受
け
入
れ
を
始
め
た
と
こ
ろ
、

す
ぐ
に
道
が
事
業
化
し
、
我
々
が
手
弁
当

で
運
営
す
る
の
は
難
し
く
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
野
菜
づ
く
り
に
特
化
し
た
取
り
組
み

を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

と
、
同
セ
ン
タ
ー
理
事
長
で
ふ
る
さ

と
フ
ァ
ー
ム
代
表
の
佐
藤
隆
さ
ん（
47
年
、

旭
川
市
生
ま
れ
）が
振
り
返
る
。

　

そ
こ
で
、
09
年
に
始
ま
っ
た
厚
労
省
の

就
労
訓
練
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
昨
年
に
農
業
生
産
法
人
を
設
立
し
た
。

　

１
・
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
借
り
、

１
０
０
坪
ハ
ウ
ス
４
棟
と
育
苗
用
ハ
ウ
ス

を
建
設
。
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
作

る
一
方
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や
葉
物
野
菜

の
露
地
栽
培
も
手
が
け
る
。
農
場
内
の
直

売
所
や
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
、
個
人
宅
や
会

社
へ
と
、
野
菜
は
す
べ
て
直
売
に
ま
わ
す
。

道
警
少
年
課
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
、
少
年

た
ち
の
農
業
体
験
も
や
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
７
月
下
旬
か
ら
５
カ
月
間
、
午

前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
就
労
訓
練
を

実
施
中
だ
。
農
場
で
の
実
習
が
３
０
０
時

間
、
農
業
高
校
の
元
教
員
や
市
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
ら
が
講
師
役
を
務
め

る
座
学
が
２
０
０
時
間
─
─
と
い
う
内
容
。

20
代
か
ら
70
代
ま
で
10
人
の
訓
練
生
が
ト

マ
ト
の
管
理
作
業
や
秋
野
菜
の
栽
培
な
ど

を
学
ん
で
い
る
。

「
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培
は
人
手
が
い
る

仕
事
な
の
で
、
将
来
、
彼
ら
が
農
業
分
野

に
参
入
し
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
農
業

の
入
り
口
に
立
つ
く
ら
い
の
訓
練
で
す
が
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
」

　

と
、
企
画
立
案
な
ど
を
担
当
し
て
き
た

佐
藤
さ
ん
が
狙
い
を
説
明
す
る
。
地
域
の

人
た
ち
も
協
力
的
で
、
隣
に
住
む
町
内
会

長
の
ベ
テ
ラ
ン
農
家
が
作
業
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
と
い
う
。

　

指
導
ス
タ
ッ
フ
は
二
人
。
東と
う
か
い
り
ん

海
林
幸
恵

さ
ん（
86
年
、
標
茶
町
生
ま
れ
）は
、
酪
農

学
園
大
学
を
卒
業
し
て
市
内
の
農
業
生
産

法
人
で
働
き
、
２
年
前
に
石
山
農
場
に

移
っ
た
。

　

厚
別
区
内
か
ら
通
勤
し
、
午
前
５
時
に

は
農
場
に
到
着
。
野
菜
の
収
穫
や
袋
詰
め

訓
練
後
に
農
業
研
修
な
ど
実
現

就
農
計
画
の
支
援
も
手
が
け
る

キュウリの収穫をする飯田さん。調理師免許を持って
いるので、ファームレストランをつくることが夢だ

関さんは青年時代、静岡でトマト栽培の研修経験も。
農薬の使用を抑え多品目栽培を行ない、農産物はすべ
て直売でさばく

な
が
ら
、
野
菜
の
収
穫
や
選
別
な
ど
に
携

わ
る
毎
日
。
作
物
に
触
っ
て
も
、
み
ず
か

ら
農
業
を
や
る
だ
け
の
知
識
は
な
か
っ
た
。

そ
の
余
湖
農
園
で
知
り
合
っ
た
の
が
同
じ

境
遇
の
三
浦
さ
ん
だ
っ
た
。

　

二
人
と
も
新
規
就
農
の
つ
て
は
な
い
。

そ
こ
で
、
一
緒
に
札
幌
近
郊
の
町
の
相
談

窓
口
を
訪
ね
、
就
農
先
を
探
し
て
み
る

こ
と
に
し
た
。
だ
が
、
質
問
さ
れ
る
の

は
、「
資
金
は
あ
る
の
か
」「
嫁
さ
ん
は
。
経

験
は
あ
る
の
か
」と
い
っ
た
こ
と
ば
か
り
。

「
ど
れ
も
な
く
、（
窓
口
を
訪
問
し
て
）王
道

を
行
く
の
で
は
就
農
で
き
な
い
と
分
か
っ

た
」（
飯
田
さ
ん
）

　

そ
ん
な
な
か
、
札
幌
市
が
始
め
た
研
修

制
度
を
知
る
。
面
接
を
受
け
、
研
修
生
に

な
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

飯
田
さ
ん
は
調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い

る
。「
市
内
で
遊
休
農
地
を
見
つ
け
、
ハ
ウ

ス
野
菜
な
ど
を
手
が
け
な
が
ら
、
フ
ァ
ー

ム
レ
ス
ト
ラ
ン
を
や
り
た
い
」と
話
し
、

夢
の
実
現
に
向
け
て
研
修
に
励
む
。

　

仕
事
を
教
え
る
関
さ
ん
は
、

「
３
年
間
の
研
修
後
に
就
農
す
る
よ
り
も
、

１
年
や
っ
て
み
て
自
分
で
経
営
し
、
分
か

ら
な
い
こ
と
を（
先
輩
農
家
に
）聞
く
ほ
う

が
手
っ
と
り
早
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
経
営

に
責
任
が
あ
る
し
、
生
活
が
か
か
っ
て
く

る
か
ら
真
剣
さ
が
違
い
ま
す
よ
。
札
幌
の

場
合
、
自
分
が
生
産
し
た
も
の
を
自
信
を

持
っ
て
販
売
で
き
る
し
、
い
い
も
の
を
作

れ
ば
お
客
さ
ん
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
つ

な
が
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
う

ま
く
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

　

と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
市
の
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
て
半
年
、
研
修
生
た
ち
の
奮
闘

と
指
導
農
家
の
営
み
が
続
く
。

　

関
農
園
と
山
ひ
と
つ
隔
て
た
石
山
地

区
に
あ
る
農
業
生
産
法
人「
㈱
ふ
る
さ
と

フ
ァ
ー
ム
石
山
農
場
」。
こ
こ
で
は
、
厚

生
労
働
省
の「
緊
急
人
材
育
成
・
就
職
支

援
基
金
事
業
」を
活
用
し
、
農
業
関
連
の

仕
事
に
就
こ
う
と
す
る
、
失
業
し
た
人
た

ち
の
就
労
訓
練（
基
金
訓
練
）を
行
な
っ
て

き
た
。
な
か
に
は
新
規
就
農
を
志
す
人
も

農
業
生
産
法
人
を
立
ち
上
げ
て

失
業
し
た
人
た
ち
の
就
労
訓
練

市民農業講座「さっぽろ農学校」の修了生は 300 人を超えた。
なかには新規就農を実現した人も

石山６区会館で農業研修を受ける「ふるさとファーム」の訓練
生たち。講師は元教員や市農業支援センター職員らが担う
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“農と食”

北の大地から
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を
し
て
出
荷
後
、
訓
練
生
た
ち
に
野
菜
づ

く
り
を
教
え
る
。
夕
方
か
ら
は
収
穫
や
管

理
作
業
が
待
っ
て
い
る
。

　

年
下
の
訓
練
生
は
一
人
だ
け
と
い
う
。

「
農
作
業
が
未
経
験
の
人
た
ち
な
の
で
、

一
生
懸
命
育
て
た
苗
を
折
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
乱
暴
に
扱
う
な
ど
思
い
も
よ
ら
な
い

場
面
も
あ
る
ん
で
す
。
で
も
、
何
か
新
し

い
こ
と
を
知
っ
た
瞬
間
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

に
接
し
た
と
き
、
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
」

　

と
元
気
に
話
し
、
安
定
経
営
に
向
け
た

栽
培
体
系
づ
く
り
を
練
る
日
々
を
送
る
。

　

11
年
度
の
訓
練
生
は
25
人
だ
っ
た
。
新

規
就
農
を
め
ざ
す
人
も
い
る
。
訓
練
修
了

後
、
喜
茂
別
町
と
こ
の
石
山
農
場
で
二
人

ず
つ
が
農
業
研
修
生
に
な
っ
た
。
別
の
二

人
は
余
市
町
内
に
農
地
を
借
り
、
ト
マ
ト

栽
培
を
始
め
た
と
い
う
。
就
労
訓
練
の
経

験
を
生
か
し
、
人
材
派
遣
会
社
に
登
録
し

て
農
業
関
連
の
仕
事
を
す
る
人
も
い
る
。

「
石
山
農
場
の
訓
練
目
的
は
人
材
育
成
。

皆
さ
ん
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
く
れ
、
い

ろ
ん
な
人
が
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

そ
の
な
か
か
ら『
よ
し
、
農
業
を
や
っ
て

み
る
か
』と
い
う
人
が
育
ち
つ
つ
あ
り
ま

す
」（
佐
藤
さ
ん
）

　

農
林
水
産
省
は
本
年
度
か
ら
、
都
道
府

県
が
認
め
る
農
業
大
学
校
や
先
進
農
家
・

農
業
法
人
な
ど
で
研
修
を
受
け
た
り
、
新

規
就
農
す
る
人
に
対
し
、
年
間
１
５
０
万

円
を
支
給
す
る「
青
年
就
農
給
付
金
」の
事

業
を
始
め
た
。
就
農
意
欲
の
喚
起
と
就
農

後
の
定
着
を
図
る
た
め
、
研
修
期
間（
２

年
以
内
）と
経
営
が
不
安
定
な
就
農
直
後

（
５
年
以
内
）の
所
得
を
確
保
す
る
こ
と
が

目
的
。
就
農
時
の
年
齢
が
原
則
45
歳
未
満

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
が
給
付
の

対
象
に
な
る
。

　

北
海
道
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
今
後
、
同
給
付
金
制
度
も
活
用
し
な

が
ら
、
新
規
就
農
を
め
ざ
す
人
た
ち
と
と

も
に
就
農
計
画
を
立
て
て
い
く
。

「
訓
練
生
は
独
身
者
が
多
い
の
で
、
共
同

で
農
業
を
や
る
こ
と
を
追
求
す
る
と
就
農

し
や
す
い
と
思
う
。
で
き
れ
ば
近
く
で
就

農
し
て
も
ら
い
、
我
々
が
協
力
し
て
い
く

こ
と
も
考
え
た
い
。
少
面
積
の
農
地
で
も

就
農
が
認
め
ら
れ
る
方
向
に
な
っ
て
き
た

の
で
、
積
極
的
に
応
援
し
た
い
で
す
ね
」

　

と
、
佐
藤
さ
ん
が
力
を
込
め
る
。
就
農

支
援
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
、
活
動
の
真

価
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　

札
幌
市
は
今
、
06
年
に
ま
と
め
た「
都

市
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」を
見
直
す
な
か
で
、

市
内
の
農
地
や
担
い
手
の
状
況
を
把
握
し
、

新
規
就
農
や
定
年
帰
農
の
可
能
性
を
探
ろ

う
と
し
て
い
る
。
市
農
政
部
長
で
農
業
委

員
会
事
務
局
長
を
兼
務
す
る
三
部
英
二
さ

ん
が
、
取
り
組
み
の
狙
い
を
こ
う
話
す
。

「
も
っ
と
も
重
点
的
な
テ
ー
マ
は
、
地
区

別
の
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
。

こ
れ
ま
で
は
漠
然
と『
遊
休
農
地
が
多
い
』

『
新
規
就
農
者
が
必
要
だ
』と
言
っ
て
き
た
。

今
後
は
、
市
内
を
25
地
区
に
分
け
て
、
地

域
の
人
や
農
業
委
員
会
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
つ
ぶ
さ
に
農
地
と
人
と
の
関
係
を

洗
い
出
し
ま
す
。
各
地
区
に
ど
れ
だ
け
人

材
が
必
要
か
を
落
と
し
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ

の
農
地
を
誰
に
担
っ
て
も
ら
う
か
、
細
か

く
詰
め
て
い
き
た
い
」

「
こ
れ
以
上
は
都
市
化
で
き
な
い
の
で
、

札
幌
の
農
地
は
農
地
と
し
て
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
２
年
後
に
３
地

区
で
新
規
就
農
者
の
研
修
事
業
を
実
施
し

た
い
。
最
終
的
に
担
い
手
の
い
な
い
農
地

は
、
10
ア
ー
ル（
３
０
０
坪
）単
位
で
大
き

な
市
民
農
園
を
つ
く
り
、
半
自
給
で
き
る

く
ら
い
の
も
の
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
今
年
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の

ベ
ー
ス
づ
く
り
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
」

　

札
幌
市
内
の
農
地
の
特
徴
は
、
都
市
化

が
進
ん
で
価
格
が
高
く
、
10
ア
ー
ル
あ
た

り
１
０
０
万
円
を
超
え
る
と
こ
ろ
が
ざ
ら

に
あ
る
こ
と
だ
。
新
規
就
農
者
が
農
地
を

購
入
す
る
に
は
、
き
わ
め
て
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。
そ
の
一
方
で
、
借
地
料
は
野
菜
だ

と
10
ア
ー
ル
あ
た
り
年
間
１
万
円
程
度
と

比
較
的
安
い
。
だ
か
ら
、
資
金
力
の
な
い

新
規
就
農
者
は
借
地
農
業
を
や
る
し
か
な

い
こ
と
に
な
る
。

　

農
業
の
変
遷
を
見
つ
め
、
市
の
新
規
就

農
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
関
さ
ん
は
、

市
内
農
家
の
実
情
を
こ
う
指
摘
す
る
。

「
と
り
わ
け
東
や
北
、
豊
平
、
西
区
の
農

家
は
み
ん
な
裕
福
だ
か
ら
生
産
意
欲
が
乏

し
い
。（
借
地
料
は
）た
い
し
た
金
額
に
な

ら
な
い
か
ら
、
遊
休
農
地
を
賃
貸
す
る
農

家
は
少
な
い
ん
で
す
よ
。
全
体
的
に
農
業

に
対
す
る
危
機
感
が
弱
い
ね
。
不
景
気
が

続
い
て
職
が
な
い
か
ら
、
一
昔
前
よ
り
若

い
人
た
ち
が
親
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
は

し
て
い
る
。
で
も
、
そ
の
人
た
ち
の
代
に

な
っ
た
と
き
、
札
幌
の
農
業
が
ど
う
な
る

か
だ
と
思
う
よ
」

　

今
年
か
ら
始
ま
っ
た
新
規
就
農
者
の
育

成
事
業
で
は
、
市
と
農
協
、
農
業
委
員
会

の
三
者
が
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
。

関
さ
ん
は「
農
協
の
関
わ
り
が
ま
だ
少
な

く
、
互
い
の
連
携
が
悪
い
」と
き
び
し
く

見
て
い
る
。
課
題
は
多
い
。

　

行
政
、
民
間
と
も
に
、
市
内
で
新
規
就

農
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み
は
よ
う
や

く
本
格
化
し
た
と
こ
ろ
だ
。
わ
た
し
が
暮

ら
す
道
北
の
過
疎
地
と
は
違
っ
て
、
札
幌

で
は
農
場
の
す
ぐ
近
く
に
大
勢
の
消
費
者

が
生
活
し
て
い
る
。
直
売
や
Ｃ
Ｓ
Ａ（
地

域
が
支
え
る
農
業
）、
契
約
栽
培
、
フ
ァ
ー

ム
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
工
夫
次
第
で
可
能
性

を
見
い
だ
せ
る
分
野
も
多
い
。
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
事
業
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
も
の
だ
。
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都
市
農
業
の
将
来
に
課
題
山
積

農
地
と
担
い
手
の
洗
い
出
し
へ

1.3ha の農地を借り、ハウスと露地でさまざまな野菜を作る。メー
ンはトマトで、訓練生が農業に参入しやすい品目を選んだ

石山農場の企画運営などを担当するＮＰＯ法人「北海
道ふるさと回帰支援センター」理事長の佐藤隆さん

指導スタッフの東海林幸恵さんの実家は標茶町の酪農家。
野菜づくりのかたわら、訓練生に教える日々を送る

「農地と担い手の関係を洗いだし、農業振興策をまと
めたい」と話す市農政部長の三部英二さん


